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＜連絡事項＞
・次回の歯科受診はＧＷをはさみ5/11（金）となっています。
＜患者様連絡事項＞
・久芳　実都様～10:00東病棟から西病棟Aユニット40号室へ転入となっています。
詳細は下記参照してください。
・大上　なみ様～北病棟への移動は来週の予定となっています。
・高山　英佐様～ロラゼパム(0.5)1T 1×不安時が20回分処方となっています。
・成田　賀枝様～岸原病院への受診について娘様へ連絡しています。娘様は受診付き添いをするものの一人だと不安であること話し、スタッフも同行すること希望しています。5/9(水)で日程調整していく事となっています。
・小田　タネ様～昨日耳鼻科受診し、処方もらって帰院されています。主治医へ鑑別
依頼し本日夕より服用開始となっています。診療情報提供書の返事
がなかったため、甥様へ連絡しています。2週間後に再度受診との
話もある為、受診時付き添いした甥の兄様へ確認していただく事と
なっています。また、嘔気や眩暈の訴えあり、自室でこもりがちと
なっている為、声かけ介入していきましょう。
・船田　泰子様～今朝娘様より夫様が死去したと連絡あり、火葬や通夜に参加するため外出申請しています。
＜馬渡Ｄｒ診察情報＞

・阿部　彩香様～テレビを壊した理由について「Ｍステを観て上がっちゃって」「薬を飲むように言われて」等まとまりなく、終始ヘラヘラと笑って話されています。今後、退院の為にも同行為はしないよう説明されますが「行けない」と言い、やまばと寮への退院について後ろ向きな発言聞かれています。臨時薬ルーラン(8)3T→4Tへ増量、他同内容にて処方となっています。
・豊川　登美枝様～終始穏やかな表情で診察を受けています。倦怠感などの身体不調の訴えもありません。食事を毎食菓子パンから元の食事形態に戻してから食事がとれるようになってきたと話されており、主治医からは頻回に食事変更しないよう注意を受けています。
・佐々木　康子様～注察感は変わりないと話されています。外出については「行けそうです。お姉さんたちが行くところに行って来ます」と答えており、主治医より自分でどこに行きたいのか、何がしたいのか考えてみるよう説明されています。
＜馬渡Ｄｒ退院支援委員会会議＞
・阿部　文香様～やまばと寮への体験外泊は5月末となっています。
・西川　和恵様～施設への退院について再度家族へ説明するよう主治医より指示あり、
担当より兄様へ連絡することとしています。
・豊川　登美枝様～本人は5月中に退院を望んでいますが、以前夫様面会時に5月は法事がある為、それ以降の退院を希望しています。本人より退院の話があった際は家族と相談するように伝えましょう。
・佐々木　康子様～外出訓練を通し、注察感があることで社会的に支障がないのであれば退院を進めていくことになっています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～午前は作業へ参加し居眠りする様子なく最後まで取り組む事出来ています。対面時は妄想言動ありません。
・松川　順子様～今朝眠気の訴えありましたが、作業へ参加すること出来ています。「何もしないと眠くなる」と言い日課への支障はありません。
・高山　英佐様～治験薬を服用開始してから身体症状が出現したため、「治験をやめたい」と訴え聞かれています。また、生命保険に使用する診断書がまだ手元に届いていないことも訴えている為、主治医へ確認することとしています。
・向井　敦子様～昨日妄想言動あり、本日も作業前に「どぶねずみが死んだので安心してください」と唐突に話す事あります。以後は妄想言動なく日課も行う事出来ています。
・夏坂　浩美様～幻聴はあると言いますが、自制内で経過しています。プログラムにも集中して取り組む事が出来ています。
・佐々木　睦子様～四肢や下顎の不随運動はあるが日課への支障はありません。
・山本　真智子様～幻聴は「あるけど大丈夫です」と話されており行動化もありません。身辺整理や洗濯についても自主的にスタッフへ確認し行う事できています。
・泉川　ケイ子様～昨日準夜帯にて夕食不食し、服薬の一時拒否も見られています。本日も朝食は不食し「風邪を引いたのよ」と話され午前中は臥床傾向となっています。不穏な様子はありませんが日課の遅れ見られている為、適宜声かけをしていきましょう。
＜アルコール依存症治療プログラム確認＞

・小笠原　笑子様～1期実施中ですが、内容の理解や覚える事が出来ず、毎回まとめの記載の際に「何かけばいい？」と発言聞かれています。1期がもうすぐ終わる為、来週以降に主治医へ情報提供しプログラム継続していくか確認していきましょう。
＜転入患者様情報＞
氏名：久芳　実都様（くば　みと）女性
生年月日：平成5年1月16日　25歳

病　名：うつ病
性　別：女性

主治医：田名部Ｄｒ

退院先：自宅

経過：
　父はくば小児科医。小学校時代は頭痛・腹痛でなかなか学校へ行けない事があったが、中・高学校は問題なく通学できていた。大学は中退。その後、東京や仙台（オペレーターのバイト）で短期間働いていた際、定職に就くように母様が助言した後より電話等しても音信不通となる。H29．5月本人の様子を見に行くと何もせず、横になり過ごしていた。希死念慮がある為、実家へ連れて帰り、小児科医の父が漢方薬を処方したり、運動を一緒にしたり対応していた。しかし、以降引きこもり状態となりH30.3.3八甲田山へ入山し、自殺未遂を図る。警察へ保護された時は軽い凍傷があり、「死にたい。」と話していた。全く泣く事もなく、反省している様子もなかった。食事は摂れており、睡眠に関しては一日中横になっている事が多い。今回症状改善目的で入院も含めて相談があり、H30.3.28初診。入院に対して同意あり、同日東病棟Dユニットへ任意入院となる。

頓服：疼痛時
買い物カード：なし
洗濯：家族洗濯→自己洗濯へ移行します。本人より家族へ洗剤依頼しています。
プログラム：OT導入済み、SST未導入
おやつ：持ち込みなし
担当：兼平Ns、橘Ns、油津Cw
